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鹿児島県医師連盟ＦＡＸニュース 
※会員の皆様へ 鹿児島県医師連盟編集・発行のＦＡＸニュースです。医師連盟関係の情報を

これから随時お送り致します。 

編集・発行 鹿児島県医師連盟 TEL：099‐213‐1011  FAX：099‐213‐1012 
 

－１－ 

羽生田たかし君を励ます会 

 参議院選挙の公示が７月４日に迫るなか、「羽生田たかし君を励ます会」が 
６月２５日午後７時から鹿児島県医師会館４階大ホールで開かれ、羽生田氏の

大勝利を目指して戦い抜くことを誓いあった。 
 「励ます会」は、鹿児島県医師連盟の主催。この夜は、医師会関係者をはじ

め、医療関連団体などからの参加もあって、会場は最上階まで満員。中に入れ

ない人も出るなど７００人で埋まった。軽快な音楽の流れに乗って、羽生田氏

が入場すると参加者が大きな拍手で迎え、鉾之原大助鹿児島県医師連盟常任執

行委員の司会進行で、激励会が始まった。 
 挨拶に立った池田哉委員長は、羽生田氏が医療政策に精通しており、全会

一致で推薦を決めたと述べたあと、「今社会保障制度も聖域でなくなりつつあ

る。すばらしい皆保険制度を守るためにも羽生田氏を国政に送り出し、我々の

主張を実現させなければならない。上位の当選を目指そう」と檄を飛ばした。 
 続いて、自民党鹿児島県議会議員の前原尉氏が「安倍政権の規制緩和で、国

民皆保険や介護保険制度が崩壊する。そうさせないためにも、羽生田氏を国会

へ送ろう」と呼びかけた。 
 会には、選挙区で出馬する尾辻秀久氏も駆けつけ、「安倍総理の規制緩和に大

きな不安を持っている。TPP を阻止し、皆保険制度を守るためにも羽生田先生

が必要だ。すばらしい成績で当選していただきたい」とエールを送った。 
 そして、最後に登壇した羽生田氏は「今回は日医にとって、絶対に負けられ

ない選挙です。混合診療などが、全面解禁になると、皆保険制度が崩壊します。

そんなことが絶対あってはなりません。高い得票を与えていただき、国会で国

民の医療を実現するために、頑張る覚悟です」と決意を述べた。 
 このあと、林芳郎医師連盟常任執行委員の音頭で、「がんばろう」を三唱、続

いて「羽生田 気合いだ」の力強い掛け声で、羽生田氏を激励した。 
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